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本日のプログラム
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Weekly Report№１６
第３１４０回例会記録
日時：2024年10月24日(木)12:30～
会場：ホテルサンシャイン 2Ｆ
司会：高井 一博 ＳＡＡ
★開 会 点 鐘：乾 淳 会長
★国 歌：君が代
★Ｒソング：それでこそロータリー
★四つのテスト：－

2024―2025年度 国際ロータリーテーマ

会長報告
乾 淳 会長

始めに、10月20日㈰、帯広市
にてロータリー財団補助金管理
セミナーが開催され、当クラブ
より東海林会員が出席をされま
した。よって、次年度、地区補
助金を申請することが可能とな
りますので、ご承知おき下さい。
出席頂きご苦労様でした。
本日10月24日は、世界ポリオ

デーです。ポリオワクチンを開
発したジョナス・ソーク博士の
誕生日を記念して、ポリオの根
絶に取り組む世界中の団体が、ポリオウイルスの無
い世界の実現に向け、想いをひとつに協力を呼びか
ける日です。

また、世界各国のロータリークラブでは、ポリオ
根絶に向け、ポリオ根絶の旅や、「共にポリオ根絶
を」と題したキャンペーン、都市ランニング、日本
では、ポリオ根絶祈願の神輿などさまざまな活動が
過去に行われております。

遠軽ロータリークラブとして、今後開催される町
のイベント等にて、ポリオ根絶に向けたＰＲ活動等
を実施する予定でございます。後日、国際奉仕委員
会よりご案内する予定となっておりますので、その
際は、皆様のご協力をお願い致します。

幹事報告 石井 朋子 幹事
１．北海道家庭学校より21日、園遊会の案内。ご
祝儀に対して、礼状（回覧）。

２．本日、例会終了後、理事会開催。

委員会報告
◇東海林 勉 国際奉仕委員会代理

会長報告の通り、クラブとして次年度の地区補助
金申請可能。来年3月末までにMOU（覚書）を、5
月31日までに次年度の事業計画書を次年度第4分区
ガバナー補佐に提出するスケジュールになります。

◇木村 一則 創立65周年実行委員会幹事
丸田さんの記念講演会入場整理券を配布しまし

た。最後の一踏ん張りを、お願いします。
◇本間克明 65周年総務委員長

総務委員会は例会終了後、パールの間に集合を。
◇上田 稔 65周年式典・記念事業副委員長

式典最中、できるだけ着席を。他、省略。

本日のプログラム クラブフォーラム
地区大会報告１

乾 淳 会長
RI会長テーマ「ロータリーのマジック」のもと、

「ロータリーに参画しましょう！ 誰かのために、
あなたのために、自分のために」を地区スローガン
に、2024-2025年度 国際ロータリー第2500地区 地
区大会が帯広市にて、帯広西RCをホストCとして開催
されました。

当クラブからは、地区青少年奉仕委員会 藤田委
員長、ロータリー平和フェローシップ(RPFS)チーム
東海林リーダーを含む13名にて参加（写真上）。

12日の大会１日目は、ホテル日航ノースランド
帯広にてリーダーラーニングセミナーに参加して参
りました。講師は、第2520地区パストガバナーの
仙台泉RC：菅原裕典様より地区、そしてクラブの
行動計画推進についてお話がありました。【4面へ】

【名前等の○数字は写真の番号】

11月14日(木)12:30~
委員会担当例会
国際奉仕委員会

11月 7日(木)12:30~
職場訪問例会
遠軽舗道株式会社様
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“親睦から奉仕の理想を生み出して”創立65年、遠軽ロータリークラブを支えて戴きましたすべての
皆様に衷心より感謝申し上げます。これからも、歴史と伝統を引き継ぎ、未来を見据えたビジョンを
共有し、70年、80年、100年へ成長を続け、次の周年を祝えるよう、会員一同励んで参ります。

①式辞：前田篤秀実行委員長②歓迎挨拶：乾淳会長③司会：植村涼子④開会の言葉：黒坂貴行副実行委員長
⑤記念事業発表：木村一則実行委員会幹事⑥謝辞：軽部晴文北海道家庭学校校長⑦記念品贈呈：藤田礼三元
ガバナー補佐⑧歴代会長⑨祝辞：小谷典之ガバナー代理：山中憲一ガバナー補佐⑩祝辞：佐々木修一遠軽町
長⑪閉会の言葉：川村寿光副実行委員長⑫前島英樹実行委員会SAA⑬講師紹介:記念事業委員長⑭-⑮講演す
る丸田佳奈様⑯記念祝賀会：開会の言葉⑰記念集合写真⑱祝賀会司会：成田弘明⑲乾杯：新田俊一遠軽ライ
オンズクラブ会長⑳がんぼう太鼓：華遠㉑締め：山中憲一ガバナー補佐㉒閉会の言葉：高井一博祝賀委員長
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本日のプログラム 【1面より】
今年度RI会長は、「3年間の目標と計画」を設定する

ことを各クラブに、併せてアクションプラン推進のた
め、地区そして各クラブに行動計画推進リーダーを選任
し、積極的に働きかけるようそれぞれ推奨しております。

アクションプランとして、５つのステップがあり、ス
テップ１として、クラブの調査と基礎知識の習得、ステ
ップ２として以下の４つの優先事項を理解する；

１、より大きなインパクトをもたらす
２、参加者の基盤を広げる
３、参加者の積極的なかかわりを促す
４、適応力を高める

ステップ３として、アクションプランに基づくクラブ
戦略計画の立案、ステップ４：奉仕プロジェクトの立案
と広報、ステップ５：国際ロータリーとの共有、以上が
アクションプランです。今年度は、会長としてしっかり
と考え行動し、3年間の目標達成に向け、頑張りたいと
思います。当クラブは、東海林会員をクラブ行動計画推
進者として選任をしております。

続いて、RI会長代理 第2720地区 熊本城東RC 永田
荘一様をお迎えして、会長・幹事懇談会が開催され、地
区現況報告やRI現況報告、地区大会特別委員会報告、地
区決算報告があり、18時に閉会となりました。休憩をは
さみ、18：30よりRI会長代理ご夫婦歓迎晩餐会が始ま
り、途中アトラクションとして、オーボエとピアノのき
れいな音色が響く中、楽しい時間が過ぎました。

翌日13日朝、帯広市民文化ホールで当クラブの会員と
合流し、細川吉博パストガバナーご夫婦の先導のもと、
RI会長代理が入場され、1,152名の登録者を以て大会2日
目がスタート致しました。

ご来賓の紹介に始まり、参加クラブの紹介では、各ク
ラブそれぞれのカラーがあり、楽しい時間でした。遠軽
RCは「やあー」の掛け声が揃い、とても良かったのです
が、ガバナー補佐が、私の名前を間違えたのは少しだけ
ショックでした。（乾 淳会長が、乾 淳一会長）
昼食をとり休憩の後、午後の部がスタートし、(株）フ

ァイターズスポーツ＆エンターテイメント 常務取締役
事業統括本部長 前沢 賢様をお迎えし、「ファイター
ズが描く事業戦略」～非連続の成長に向って～をテーマ
に記念講演がありました。
Fビレッジは600億円のプロジェクトという事で、スケー
ルの大きさにびっくりさせられる時間となりました。講
演時間が約１時間という事でもう少しお話が聞けると良
かったなと思います。前沢様のお話は、ユーチューブで
も配信されておりますので、ぜひみていただけると良い
と思います。

その後は、米山記念奨学生の活動発表があり、ベトナ
ムや中国、タイの方など11名の奨学生が活動報告をして
おりましたが、ベトナムの奨学生より将来は、日本と自
国の懸け橋になりたいと言っておりました。何か胸が熱
くなる想いでありました。RCに入会して間もない会員の

【事務局】〒099-0415北海道紋別郡遠軽町岩見通南1丁目 遠軽商工会議所内
Tel 0158-42-5201 Fax 42-5134 E-mail：info@engaru-rc.com

【例会場/日】北海道紋別郡遠軽町大通北１丁目 ホテルサンシャインTel 0158-
42-1151 毎週木曜日12:30～13:30＊第3木曜日は夜間例会 18:00～(19:00)

遠軽ロータリークラブ www.engaru-rc.com
会長：乾 淳 副会長：金谷正一
会長エレクト：大西孝拡 幹事：石井朋子
会計：島田光隆 ＳＡＡ：高井一博
直前会長：髙橋義詔 事務局員：西野真那美
◇1959年9月12日創立 1959年11月7日認証

2024-2025年度 国際ロータリー
会長：ステファニーA.アーチック(アメリカ)
第2500地区ガバナー：小谷典之(帯広西RC)
第4分区ガバナー補佐：山中憲一(紋別港RC)

編集・発行：メディア委員会
委員長：佐藤直也 副委員長：東海林勉
委 員：加藤幸徳 木村一則 西 清治

前島英樹 宇野 勝

例会日 会員 出席計算 出席者数 メイク 出席率 無断欠席数 会 員 数 アップ出席報告
河原英男
出席副委員長

10月17日 46 44 28 63.6％
10月24日 46 44 27 61.4％

ニコニコＢＯＸ 佐藤 和徳 親睦活動委員
本間克明君 結婚記念日 5,000円
大西孝拡君 母校東海大札幌2025甲子園内定 5,000円

2024-25年度合計 251,000円
☆閉会点鐘：乾 淳会長☆今号会報担当：木村一則委員

2024-25_16th-03

方は、米山記念奨学生とは？ と思う方がいるかも知れ
ませんので、少しだけ説明致します。

国内全ロータリアンが支援している（公財）ロータリ
ー米山記念奨学会は、国内の大学や大学院で勉学・研究
する外国人留学生を対象とする民間最大の奨学団体で
す。異文化理解を深め、日本と諸外国の友好関係の発展
に寄与されています。米山奨学生は、学業に加えてRCの
活動にも参加し、地域社会やRC会員と積極的に交流する
ことが奨励されております。

また、奨学生には、日本での生活をサポートするため
に、RCが世話クラブとなり会員がカウンセラーとして任
命され、学業や生活面での助言を行います。

遠軽RCとしても、今後は、(世話子クラブとして)米山
奨学生ともっと接点を持てればと思っております。

その後、地区大会特別委員会報告、地区決算報告、地
区大会決議案が採択され、各種表彰等があり、16：50に
本大会が閉会となりました。

記念懇親会では、サプライズとしてマグロの解体ショ
ーがあり、参加者へおいしいマグロが振舞われ、楽しい
時間を過ごす事が出来ました。
参加された会員の皆様、本当に有難うござました。

□報告２ RPFSチーム東海林 勉 リーダー
来賓挨拶で帯広商工会議所の川田章博会頭（帯広西

RC）は、「四つのテスト」について、「ビジネスという
厳しく激しく展開する世界経済が経験した最も過酷な時
代に実業界の指針として今日まで受け継がれているが、
世界がこの『四つのテスト』で唱えられたことと全く反
対の方向に向かっている。真実をひた隠しにして不公平
感を増長し、好意と友情を深めるどころか、分断と敵意
の中で争いが起こり、皆のためになるかはさておいて、
自分だけが良ければいいという、そういうことがまかり
通っている。われわれロータリアンはこの『四つのテス
ト』の通り、実業界の指針としてやっぱり守って進めて
いくべきだ」と述べておりました。同感です。

地区現況報告では、2018年から会員47人減、3クラブ
減。7月1日時点で、男性94％／女性6％、新会員維持率
91％、現存会員維持率95％、50歳未満会員3％に対し、
当クラブ：男女比率は同、新・現会員維持率＝100％、
50歳未満会員13％。会長メッセージでは、DEIと帰属意
識、そして行動計画推進を強調。
□報告３[原稿] 藤田 礼三 地区青少年委員長
・大会1日目 RI会長代理ご夫妻歓迎晩餐会に参加して過
去に関係したパストガバナーと歓談しました。
・大会2日目 拍手と傍聴の日であった。合間に海外クラ
ブとの青少年交流について小谷ガバナーと打合せ。友好
地区タイから参加していたが、まだ進展していない。今
後、諮問委員会で協議し、年度内に結論を出す予定。


